
銃砲所持の方法（散弾銃・空気銃）

猟 銃 等 講 習 会
申し込みは住所地の警察の生活安全課へ

講習修了証明書の交付

射撃教習の申請
申し込みは住所地の警察の生活安全課へ

射撃教習受講資格認定書の受け取り
火薬類譲受許可申請書の提出

警察の生活安全課で

射撃教習の申込み
南信火薬販売(株)へ

射 撃 教 習
射撃場で

教習修了証明書の受け取り
射撃場で

考査
ペーパーテストを行う（約１時間）
おおむね７０％で合格
講習会を良く聞いていれば大丈夫

考査の合格者には「講習修了証明書」が交付される
講習修了証明書は３年間有効
今後必要となるので何枚かコピーしておく

警察署で「人物は大丈夫か？」審査、調査する
ので特に経歴書の記載は要注意

「人物は合格」と認定されれば認定書の交付
有効期間は３ヶ月間

同時に射撃場で使う散弾実包の譲受許可申請
書の提出をする

射撃指導員により講習を受ける
○銃の取扱、操作、撃ち方
○クレー射撃により実際の射撃により考査を受ける
（トラップ２枚、スキート３枚のクレーが中ればよい）

射撃教習を受ける日を決める

合格者には「教習修了証明書」が交付される
有効期間は１年間

●猟銃等講習受講申込書
●写真２枚（タテ３６㎜、ヨコ２４㎜）
●受講手数料 ６８００円

準備する書類等は

準備する書類等は

準備する書類等は

●射撃教習受講資格認定申請書
●写真２枚（タテ３６㎜、ヨコ２４㎜）
●講習修了証明書
●経歴書
●同居親族書

●医師の診断書
●住民票

●射撃教習資格認定証
●実包（たま）７５発
（火薬類譲受許可証で銃砲店
で購入する）

●受講料 約３０，０００円

※銃は射撃場の備え付け銃を
使用する

講習内容
①法令（銃の所持に関する知識）

２～３時間
②銃の取扱い（銃の構造、機能、

操作、保管の知識）

空気銃を所持するには
射撃教習は必要ありません



銃砲所持許可の申請
申し込みは住所地の警察の生活安全課へ

銃砲所持許可証の受け取り
警察の生活安全課で

銃の受け取り
南信火薬販売(株)で

銃 の 確 認
警察の生活安全課で

有効期間は許可の日の後の３回目の生日まで

所持許可証を提示してそこに記載された銃
を受け取る

銃を受け取った日から１４日以内に、警察署で
銃の確認を受け、所持許可証に記載してもらう

同時に標的射撃用に火薬類等譲受許可証を
申請する 手数料 ２，４００円

準備する書類等は

●銃砲所持許可申請書
●写真２枚（タテ３６㎜、ヨコ２４㎜）
●講習修了証明書
●銃の譲渡承諾書（銃砲店からもらう）
●保管状況報告書（ガンロッカー

装弾ロッカーの寸法、位置）
●同居親族書
●経歴書

●医師の診断書
●教習修了証明書

銃を持つために必要な費用は？
１）医師の診断書２回

５，０００～７，０００円
２）猟銃等講習会 ６，８００円

３）射撃教習資格認定 ７，９００円
４）火薬類譲受許可申請 ２，４００円
５）教習射撃 約３０，０００円

６）銃砲所持許可申請 ９，０００円
７）住民票、戸籍謄本 約１，０００円


